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れ
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し、

の

も

と

、
＼
 り

|
i
,
•
•
9
,
9
:
i
i
iー
本
年
槌
の
結
核
健
殿
診
励
（
レ
ン
ト
、
な
点
炉
考
え
ら
れ
ま
す
。
闘
誓
月

め
、
桔
極
的
に

ゲ
ン
検
診
）
か
左
記
日
租
の
辿
り
き
ま
向

y

こ
Q
日
私
は
保
健
肋
の
都
合
も
｀、

こ
進
め
て
お
り
ま
す
。

疇
川
は
、
私
達
の
祖
先
の
時
代
か
ら
今

り

ま

し

た

。

；

あ

り

致

し

万

が

な

い

の

で

あ

り

ま

す

か

．

斯
芸
叩
十
よ

副

議

長

委

目

九

近

肱

川

町

の

結

核

患

名

、

結

核

侭

會

誓

け

ら

れ

な

か

っ

た

人

は

十

月

か

日

ま

で

、

お

百

い

の

生

誓

閂

い

る

よ
る
死
亡
者
は
と
も
侭
、
昭
和
二
十
二
ら
行
な
い
注
す
か
ら
第
二
次
松
診
の
時
こ
い
る
な
思
み
を
与
え
て
く
れ
て
い
る
収

年
か
ら
三
十
年

5
の
多
発
時
勘
侭
比
べ
受
け
て
い
た
だ
い
た
の
で
結
構
で
あ
り
＂
面

f

と
き
に
は
大
を
た
災
告
を
起
し
、

て

の

臨

[

産

菓

.

i

等
い
人
＾
硝
や
財
産
を
奪
う
こ
と
す
ら
あ

設

方

針

-

副

―

ゥ

？

と

非

布

に

欧

少

し

て

苓

り

ま

す

。

こ

ま

す

の

で

f

年
佐
一
駿
は
必
ず
受
け
て

;
6
の
で
す
。

．
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
紅
｀

の

追

り

[

れ

は

国

を

ぁ

け

て

結

核

対

策

｀

牲

に

早

ぃ

た

ゞ

vょ
,
花
お
脚
ぃ
致
し

H
丁
o

c
 

合

p

[

み
ん
な
が
日
常
）
に
つ
い
て
、
探
い
関

任

委

負

}

斯

発

見

を

目

的

と

し

た

レ

ン

ト

ゲ

ン

検

i

晨

力

を

入

れ

て

来

た

貼

で

あ

る

と

考

レ

ン

ト

ゲ

ン

検

診

日

程

．

心

を

持

も

、

協

力

し

て

み

ん

な

の

JI
を

正

町

税

条

例

oJ

え
ら
れ
ま
す
c

五
月
二
八
日
午
后
一
此
半

l
-
―
一
時
キ
袋
飴
し
、
水
告
を
防
ぐ
こ
と
か
大
切
で

.
j
 

大

谷

小

学

校

．

i

o

“
五
月
二
九
日
午
后
一
時
半

l
＝
一
時
半
"

そ
れ
で
r

も
玩
在
肱
川
町
の
結
核
息
者
．

従
来
の
~

•
一
人
一
人
が
川
を
目
宅
の
挺
園
と
思
え

．
は
、
ゴ
ミ
や
わ
れ
も
の
等
を
す
て
た
り

小

人

千

昭

和

四

十

四

年

度

の

地

方

税

制

は

五

十

二

菟

昨

年

一

年

胤

に

十

一

名

宇

和

JI
集
会
所

二
即
可
な
く
石
や
砂
利
を
取
っ
た
り
す
る

代

を

含

”

正

は

、

次

の

三

点

を

そ

の

王

要

な

・

・

の

新

息

者

が

で

き

て

姦

り

ま

す

。

五

月

―

―

-

＋

日

午

前

一

0

時

l
―
一
時

中
居
谷
集
会
所

~
医
梨
の
進
ん
だ
今
日
で
附
結
核
紅
か
•
こ
と
は
で
き
な
い
は
す
で
す
°

苓
い
て
、
と
し
て
い
る
。

．

飼

午

后

一

時

半

L
一
時
半
・
「
こ
の
く
ら
い
の
と
と
。
」
と
思
ぅ

：
か
る
と
｀
早
く
て
半
年
、
氷
ひ
く
と
二
．

正
山
小
学
校
:
小
心
得
や
油
断
が
せ
っ
か
く
の
川
の
風

[
第
一
門
基
礎
控
除
、
翫
偶
者
．

天
月
一
0
日
午
后
一
時
半

l
-
―
一
時
致
と
檬
能
を
偏
つ
け
、
い
つ
の
ま
匠
か

豆
養
控
除
の
引
き
上
げ
匹
よ
る
住
i

.

9

年
も
三
年
砲
療
複
化
か
A

り
美
大
な
医

゜

炭
害
の
も
と
を
作
り
出
し
て
い
る
こ
と

中
津
小
学
校

r

町

民

[

の

継

滅

並

ひ

匠

育

色

申

告

者

の

専

二

碗

費

が

い

り

注

す

を
す
る
。
給
与
紅
係
る
完
全
給
与
制
の
尖
施

F

臼
十
勘
発
見
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
の
重
六
月
―
一
日
午
后
一
時
半

l--i
時
半
侭
案
外
気
が
付
か
な
い
の
で
は
な
い
で

矛
子
林
小
学
認
し
ょ
う
か
。

こ
口
色
申
告
者
の
専
従
者
控
餘
の
引
‘
]
疫
性
に
よ
く
判
っ
て
苓
る
こ
と

A

思
い
~

~
目
然
美
紅
忍
ま
れ
た
私
た
ち
の
郷
土

六
月
―
二
日
午
后
一
時
半

l
-
―
一
時
半
"

岩
谷
小
学
校
・

月
末
；
ょ
す
か
｀
当
町
で
こ
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
[

り
巳
よ
る
。

、
を
災
害
か
ら
守
り
、
よ
り
美
し
く
消
潔

]
で
、
よ
り
豊
か
な
も
の
紅
す
る
た
め
、

・

地

方

税

負

担

の

軽

猿

合

理

化

を

図

っ

日

古

で

匠

改

正

。

診

を

受

け

る

人

は

、

知

年

七

十

三

笏

か

六

月

―

―

―

―

日

午

后

一

時

半

l
＝
一
時
半

＂
国
、
県
、
市
町
村
は
一
体
と
な
っ
て
川

；
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
地
方
杭
法
の
改

vj

申

告

要

件

か

ら

の

削

＂

ら

七

十

五

％

で

、

憐

町

の

五

十

崎

町

の

脚

助

）

麿

校

分

校

[
の
糾
持
管
珪
は
も
と
よ
り
積
極
的
な
改

耳
年
展
か
ら
適
刷
さ
れ
・
八
十
―
―
―
%
、
内
子
附
の
八
十
五
％
侭
比
．

正
匹
よ
り
脚
辿
規
足
の
町
税
条
例
の
一
除

i

ゐ

べ

る

と

威

舶

の

よ

い

万

で

は

あ

り

ま

せ

註

五

月

二

八

日

の

大

食

五

月

二

九

胃

冑

誓

u

の
努
力
を
払
っ
て
芦
り

“

部

改

正

と

な

っ

た

分

の

王

お

知

-

7

心

・
日
の
宇
和
J
‘
=
-
0
日
の
中
届
谷

r

正
・
｝
〇

。

．

ま

す

[
山
‘
検
診
と
日
本
脳
炎
予
防
接
種
第
二
地
域
住
民
の
み
な
さ
ん
心
か
ら
の
こ

i

ら

せ

し

等

／

ん

[
今
回
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
の
日
程
は

i

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

い
〗
を
一
し
ょ
う
代
行
な
い
芍
す
の
で
今
．

・
な
埠
、
川
侭
つ
い
て
禁
じ
ら
れ
て
い

詞
か
と
忙
し
い
時
嵐
紅
な
り
、
他

fC
中
：
年
一
固
注
射
の
人
は
こ
の
時
一
し
ょ
匠

い
る
こ
と
は
次
の
と
姦
り
で
す
。

〗
円
予
子
林
、
岩
谷
、
鹿
助
川
地
区
は
こ
5
る
よ
う
侭
し
て
下
さ
い
。
い

二
ハ
月
十
日
以
後
侭
な
り
ま
す
の
で
無
珪
~
い
石
や
砂
和
を
計
句
な
く
取
る
こ
と
。

[
採
取
の
瘍
所
匹
許
可
表
示
の
な
い
も

-
：
焦
計
可
で
す
か
ら
、
取
締
り
侭
ご

一

ー

喜
ヵ
下
さ
い
。

i

旧
軍
人
等

〔

5

川
の
敷
地
を
無
断
で
使
酎
す
る
こ

こ

と。

□|
|
ー
加
算
恩
粕
の
甲
請
は
九
月
末
ま
で
|

〗
昭
和
三
十
六
年
に
法
の
一
部
改
正
に
よ
・
方
は
、
た
ゞ
ち
侭
請
求
の
手
続
き
を
さ
~
必
ず
串
削

v
C関
係
土
木
事
務
所
侭
相

て
、
許
可
を
受
け
て
下
さ
い
。

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
口
談
し

る
よ
う
お

し
た
加
算
恩
給
制
悛
は
、
；
れ

~
り
加
行
さ
れ
ま

ぇ
団
即
川
に
コ
、
ヽ
ヽ
を
捨
て
る
こ
と
。

ニ
ご
年
九
月
＝
二
十
日
で
開
効
が
完
成
す
る
~
向
疑
側
の
方

i

~
こ
と
紅
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
夜
該
~
い
合
せ
て
下
さ
い
。

i

’

当

す

る

方

で

ま

れ

て

い

な

い

＂

1 3 

ー 日

6日 森林組合総会

梢防

目

の

十

九

、

泊

円

増

額
と
な
っ
て
い
る
が
、
百
円
の
誤

記
匹
つ
き
訂
正
し
ま
す
。

0) 

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ • ~ 

発行

肱川 1:JIl 
'1̀U: L { 2 8 

1 2 0 

太 励集
郎 1痣，．謗課

-11969.5、20号
•一

や...ぺ● ●．．．．．＂ ｀ ° • • • ` •”“`, • ．．．．“ ・・・・疇.......ヽ・”.．．．̀．．．． ．.. ．.．、．

0 町見民税の各杜控除の弓 I上け I 

等
改

掛

扶養控餘紐．

老．碁．勧．控防紅

害者控除

（特別障害者）

肯申

臼甲

5
 
t
h
-
6
 
8
 1 7 

1 1 

に

必

検

正

2万円

“) 
6
 ゥ，

7

，
 

完

1 5 

をヽ

ン
ト

f

河
川
を
大
切
に

。

↓‘
 

あ

り

ヵ

,＇J
 

ー
；
＼

L

r

,

f

つ

と

ゎ'

れ

ょ
ぅ
ノ

ヽ
ー
／

f, 

9~ う
よ
へ
つ

／ 



}, `―、
＼べ＼ ＼ 

¥，＼.＼・
—---~• •------．、•-→ー・

1

一

口

医

学

□Lー
ム

9

9

 

↑

昭

和

囮

十

四

年

疲

0) 

゜

み

な

で

名
ノ

愛

の

手

三
月
十
八
日
町
認
会
匠
お
い
て
認
決
と
、
点
数
改
訂
等
の
影
響
に
よ
り
、
総
．

さ
れ
た
町
会
酎
予
算
の
う
ち
、
一
般
会
・
如
五
‘
-
―
―
九
六
万
円
（
一
人
当
り
―
―
―
-
‘

て
は
、
館
報
（
四
月
号
）
匹
．
四

0
0円
）
を
示
し
、
前
年
侭
比
べ
、
．

酎
侭
つ
い

で
、
本
月
は
、
国
保
特
別
三
四
、
二
，
ハ
ー
セ
ン
ト
増
と
な
っ
た
。
~

掲
載
し
た
の

会
酌
予
算
に
つ
い
て
簡
単
忙
お
知
ら
せ
さ
ら
侭
四
十
四
年
巌
に
お
い
て
は
、
．

し

ま

す

。

＇

厨

療

費

総

蜘

六

、

五

四

八

万

円

（

一

人

，

国
保
特
別
会
酎
予
算
は
「
蔽
出
予
算
」
・
器
り
一
六
、
五
七
八
円
、
二
四
、
四
％
．

で

あ

り

、

歳

出

す

る

費

用

蜘

を

先

侭

算

．

加

）

に

昇

る

見

込

み

で

す

。

[

足
し
、
保
阪
杭
等
歳
入
細
を
算
足
す
る
~
し
た
が
っ
て
、
保
阪
税
調
定
額
は

r
~

仕
組
と
な
っ
て
い
ま
す
。
二
祝
年
核
分
一
、
六
七
〇
カ
円
（
一
人
当
~

た
と
え
は
、
推
酎
し
た
医
療
畳
総
額
／
り
四
．

O
六
一
円
、
三
九
、
二
％
増
）

i

入羞

の
七

o・
ハ
ー
セ
ン
ト
を
療
養
給
付
費
と
：
と
な
り
ま
す
。

し
て
酎
上
し
、
蔵
入
で
は
、
医
療
費
総
．
な
お
、
四
十
―
―
―
年
悛
侭
お
い
て
は
、
．
）

飴
の
四
五
．
ハ
ー
セ
ン
ト
を
国
庫
負
担
金
保
阪
秋
算
定
時
の
医
療
費
推
酎
蜘
（
四
、
・
表
一
次

一
]
第

（
交
付
金
）
と
し
て
、
又
医
捺
貨
稔
額
~
六
ニ
―
―
―
万
円
）
を
一
六
、
七
．
ハ
ー
セ
ン

.

(

 

の
二
五
バ
ー
七
ン
ト
を
保
険
税
と
し
て
卜
（
七
七
＝
一
万
円
）
も
上
廻
る
実
績
と

計
上
し
ま
す
。
：
な
っ
た
が
、
保
険
税
は
、
当
初
調
足
額
~

国
保
会
計
予
算
侭
お
い
て
は
、
療
養
；
を
据
饂
い
た
た
め
、
四
十
匹
年
良
匹
お
~

給
付
費
が
総
予
算
額
の
九

0
，
ハ
ー
セ
ン
」
け
る
保
阪
秋
に
、
声
回
い
上
昇
率
と
な
っ

ト
を
五
、
3

て

い

ま

す

°

}

た

。

し
た
か
っ
て
、
医
療
贅
の
動
向
が
基
[
そ
の
他
款
別
予
算
臨
は
、
別
表
の
通

i

；
ツ
で
す
が
、
紙
面
の
都
合
上
、
税
率
等
．

伽
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
最
近
の
医
療
費
の
動
向
は
、
~
詳
細
匠
つ
い
て
は
次
号
に
掲
載
し
ま
す
。
~

四
十
二
年
度
の
年
肋
医
療
襲
の
総
額
は
[

四
、
一
四
六
万
円
（
一
人
当
り
、
九
、
~

喜
六
円
）
で
あ
っ
た
か
、
四
十
―
―
―
年
~

腹
で
お
い
て
は
、
受
診
率
の
目
然
上
昇
[

／ ／ ／重／［
...........................................................、.．..．．．．．．................

国響との県こ道学来来こ愛 がま
，，をよ良民と路通ま‘と設こ行 で 乎 県
県与りし生をを園し春を化のな の 行 で
追え‘悪活重広のた秋目つ運わ十しは
併て私し侭点く安か二的い動れ日て‘
せお達は 直侭‘全‘徊とてはま鼠五春
てりの地結し正を今侭しの‘し｀月の
約ま生城 してし確季分て認県た春十全
三す活産てい（保はけ昭識民° 季 一 国
千゜匠業おま‘す学毎和をの 道日交
囮現 ものりす美る童年三深皆 路か通
百在重発ま゜した園行十め椋 愛ら安
キ県大展 す道くめ先な一て侭 誰二全
ロ下なは ゜路使匹のっ年預道 運十運
の侭影も そ は う ‘ 通 て 以 く 路 動 日 動
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すまっ各し ず胚道
はすて柾て道か良路
かが破道設 賂 し 好 か
り｀損路置をいなあ
で こさ 標し利こ状り
なれれ職て用と態ま
くはた等いすなにす
‘ 交り がるる．のすが
交通す心力上でる｀
通匹るな l の分ここ
事支こいプ安゜との
故障と人ミ全 は道
のをが達ラ施 大銘
ーきあ {IC 1設 変を
因たりよ‘．と む常
......................................... .. 

願みつ人と
いよてがな
し う 頂 道 り
ま皆き路ま
す椋道をす
°の路素か
積を朴ら

>
極広忙ど

° (） i誓く、誓：ら

喜ltl.ì:-,.i旦

国
株
特
別
会
引
予
算
医
療
費
推
酎
額

国
保
医
療
費
六
千
五
百
万
円
に

春
季
道
路
愛
設

運
動
に
つ
い
て

L
`
 

1．保 除 税

比

二
7

臨

円

9
.
6
2

算

千

8

2

4

予

4

7

3

腹

6

2

年

1

3

本

2．使片料及手数料

3国庫支出金

4．繰入金
I 
I 5．繰赳金

I 6．諸収入
9,． 

蕨 入合計 I 51.322 
..~ • • I 

............................. .. 

◎ ◎ 
す星j• し犬先助
゜良よ病ず犬
犬うの登一
は゜予録掃
不 防しの
用 注てた
犬 射助め
を も犬侭
捨年とは
て二区‘
る 徊別飼
た 受しい
めけ‘犬
でま狂（ば

材：菜だより
•• - •ー・・ペー・・ 響•-

肱川土場木材相易衣

1.3 0 0 

4 0 0 

6 5 

1. 5 0 0 

6 5 

3 3. 7 2 3 

△ 

．
軟
一
円
6

0

3

0

0

千ク

2

5

0

0

5

1

4

6

1

 
．．
 

，
 

-

6

1

1

 

ー

（） 

17,599 
-＇  

i

県
の
畜
犬
管
理
車
が
畜
犬
の
指
吟
と
、
~

＂
街
犬
や
不
朋
犬
の
回
集
の
た
め
作
、
四

且

一

囮

l
二
回
肱
川
町
侭
来
ま
す
。
●

~
不
朋
匹
な
っ
た
犬
は
捨
ず
匠
、
注
た
[

固
所
匹
徘
徊
す
る
助
良
犬
を
捕
獲
し
た
"

畔
は
左
記
の
日
に
役
場
ま
で
引
き
出
し

i

．
て
く
だ
さ
い
。

（
六
月
回
収
日
）

六
月
十
六
日

l

六
月
十
七
日

・野犬。不用大の処埋

長寸末口 径 す ぎ ひ の 苔

4.Om 7m下 8 2 8 4 

8 土， 5 8 6 3 

l 12 99 5 9 1 1() 
1 6,9 6 5 1 0 0 

4.2 m 
3 °“ 6 9 1 3 (） 

3,0 m 7 下 5 6 5 7 

l 
8 上 4 5 5 2 

13 ‘’ 8 0 1 3 5 

3.2 m 1 6 99 8 5 1 2 0 

2.0 m 7 下 2 5 3 0 

8 上 2 5 2 5 
l 16 99 3 5 4 0 

2.1 m 3 0,/ 4 5 5 0 

l.O m 1 2 上 2 0 2 5 

6.0 m 13 上 9 7 I 5 5 

1 6m犀 足場 1mにつき|50

本表は， 賃肱｝l|町内の数目飢粘車土扱
故侭運や市椒手 など君

餡和44 叶—.4月28日布
9● ▼..．-‘’'--• --

度つ i そ；’ の 他’←・ • --•9 —-

I 1五パルフ籾

i l. 5 ;i}’i~ 2 o l m 

人口 fJClll上
4 {)，, l 
1 5 ~ I 

2 2円 50銭

I如バルプ材

: l雀 5nl ~ 2.l m 

牙．、［こlti⑱上

1―--3 3 l 1 8円 00銭

県森辿椎耳共耕妙碍渾於ける和払，

l入札の月日 S 4 4. 5. 7 ・, 

2．価格

高値

中佃

安値

3枇 妾

4月下旬侭始まった下押し相椒

か5月上旬侭なって，前回の 100

円妥となって袂われたか，並，上

物は秘はいで変らないが，反自1

訟小栗が急落の 20 0円安でi町
弱廃合。

ドンコ 1. 9 0 0円中心

七口 2,0 00 ~ 2,3 0 0 p.j-c 

変らす。

仏lぃ市 5月 17日です。
5ビ肖i凡LVC比狗してー・トさい。

--・ •ー・・ ·····• ・・・・・・--・・ ・- ・ー・•• •—←•••·-··•..•一ヽ· ••• ← ^ -•一•--- -• ;--•-—• - ．-•---・ •" 

~ 1(）0 

的・｀ ：やl:平:J

2.1 m 

永 Li]4 cm上

2 bい～ 31円

← --'←'’--------`←．．．！ 

の11.i国です。（オ当り） ＇ 
t 

屈＼‘'／も(,'二，—；--[ 9~--. j 

2,620円

1. 8 5 4円

1. 0 0 0円

他゚

人

の

迷

惑

に

な

る

l

)

 

と

は

／ 

し

な

し、

．， r:: 
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1

|

]．
税
別
、
名
称
、
翌
製
作
所
名
、
て
、
虫
歯
が
F
ん
ど
ん

五
月
分
追
加
号
[
レ
ン
ズ
及
び
芭
了
番
費
~
と
い
う
ょ
う
な
こ
t

ー
ー
向
自
動
車
、
オ
ー
ト
パ
イ
、
自
転
車
瓦
い
陪
級
の
子
供
と
か

．
柚
別
、
卓
名
、
型
式
、
製
作
所
名
、
:
心
な
子
ど
も
に
多
い
よ

i

塗
色
、
車
体
番
号
、
椒
関
番
号
、
~
乳
歯
は
抜
け
裟
る
の

農
繁
期
の
盗
難
に
ヘi

単
両
登
録
番
号
、
防
犯
盈
録
番
号
。
；
っ
て
ム
シ
歯
を
そ
の
ま

御

注

意

じ
で
乳
歯
も
ム
シ
歯
に

[
3
有
価
証
券

こ
れ
か
ら
は
、
行
楽
シ
ー
ズ
ン
‘
[
小
切
手
、
株
券
等
の
有
価
証
券
は
正
に
、
又
ム
シ
歯
に
な
っ

六
月
の
殷
繁
期
と
家
を
る
す
に
す
る
~
発
行
し
た
銀
行
、
会
社
名
、
番
号
、
五
治
療
を
受
け
る
こ
と
が

こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
の
で
、
ア
キ
~
名
俄
人
。
遥
守
と
と
も
に
水
久
歯
の

i

く
な
り
ま
す
。

ス
の
ね
ら
い
な
ど
に
よ
る
盗
雛
か
ふ

[
5衣
料
品

．
品
名
、
男
女
物
別
、
生
地
、
地
色
、
~
．
子
ど
も
の
オ
ャ
ッ
等
は
歯
に
く
つ

一
え
る
時
期
で
す
。

一
盗
雌
に
あ
っ
た
場
合
、
持
ち
主

3
型
、
サ
イ
ズ
、
柄
模
様
、
ネ
ー
ム
う
か
な
い
よ
う
な
も
の
と
か
、
食
ペ

一
方
か
品
物
の
特
徴
を
知
っ
て
埠
ら
れ
・
紋
、
製
作
所
名
、
と
も
ぎ
れ
は
必
〗
に
あ
と
お
茶
を
の
ま
す
か
、
歯
プ
ラ

一
る
と
盗
離
品
を
早
く
発
見
す
る
こ
と
~
ず
保
管
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ジ
の
使
え
る
子
供
は
食
事
の
あ
と
で

一
が
で
き
ま
す
。
と
く
に
、
有
価
証
券
．
又
、
カ
ラ
ー
写
兵
を
と
っ
て
置
く
幽
a
プ
ラ
シ
を
つ
か
わ
せ
ま
す
。

と
大
変
参
考
に
な
り
ま
す
o

I

ム
シ
歯
予
防
は
毎
食
後
ハ
ブ
ラ
ッ

や
時
酎
、
カ
メ
ラ
、
貴
金
属
、
宝
石
．

王
使
う
の
が
理
想
で
す
が
、
出
来
な

な
ど
の
貴
重
品
は
、
盗
雖
品
の
特
徴
•
/

一
か
わ
か
れ
は
手
配
や
発
見
に
大
変
役
[
{
'
乳
歯
の
ム
シ
歯
も
い
人
は
、
朝
食
前
の
歯
み
が
き
は
や

[
め
て
で
も
夕
食
後
の
歯
み
が
き
を
実

一-

）

必

ず

治

療

を

一

行

し

て

下

さ

い

。

立
ち
ま
す
。

一
だ
か
、
何
と
言
っ
て
も
、
象
を
留
i

/

守
に
す
る
時
は
、
戸
締
り
を
厳
重
に
[
六
月
四
日
は
ム
シ
歯
予
防
の
日
で
~
い
な
か
に
は
歯
科
診
療
所
も
少

v

し
、
隣
近
所
の
人
に
た
の
ん
で
で
か
丁
す
。
歯
が
痛
ま
な
く
て
も
年
に
一
度
自
心
う
よ
う
に
検
診
も
受
け
ら
れ
ま
せ

一
人
一
人
が
真

け
る
よ
う
、
ド
ロ
ポ
ウ
に
は
い
れ
な
こ
は
歯
科
医
の
検
診
を
受
け
早
め
に
治

i

ん
。
し
た
が
っ
て
、

麗

を

受

け

ま

し

ょ

う

。

刻

に

自

分

の

疾

病

を

予

防

す

る

だ

け

い
よ
う
用
心
が
大
切
で
す
。

◎
盗
雖
品
を
早
く
取
り
も
ど
す
た
め
[
と

v

に
子
供
の
場
合
使
上
下
の
~
の
努
ヵ
が
必
要
で
す

o

＇ 

9
ー

ー

ー

‘.l.

霞
が
揃
っ
て
い
て
、
物
を
か
む
と
い
~

う

こ

と

で

額

の

骨

が

良

く

発

達

す

る

・

ュ

匠

冒

尉

記

髯

冑

響

|

]

に

は

？

．

刑
事
が
捜
査
し
た
り
、
又
、
竃
子
．

誓
根
を
利
用
す
る
に
し
て
も
、
芦
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
早
く
乳
歯
か
抜
け
て
[
乳
児
健
康
相
談

｀
品
の
特
徴
が
わ
か
ら
な
け
れ
は
認

．
し
ま
っ
て
永
久
歯
か
な
か
な
か
は
冬
六
月
九
日
、
午
後
一
時

i-―
一
時
一

一
壷
の
し
よ
う
か
あ
り
ま
せ
ん
。

み
な
さ
ん
が
平
素
愛
用
さ
れ
て
い
口
な
い
と
い
う
こ
と
か
多
く
の
歯
忙
お
．
場
所
、
町
役
場

こ
っ
た
ら
、
上
下
の
顎
を
か
み
し
め
．
該
当
者
、
生
後
ニ
ヶ
月
か
ら
十
―
―
セ

一
る
貴
重
品
や
そ
の
他
の
物
を
盗
ま
れ
[

;Q
と
い
う
こ
と
が
で
き
な
い
わ
け
で
[
月
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
o

た
り
、
だ
注
し
取
ら
れ
た
り
、
洛
し
~

た

り

し

た

場

合

、

そ

れ

を

早

く

取

り

す

。

そ

こ

で

顎

の

骨

が

ビ

ッ

コ

侭

な

・

一

其

の

他

希

望

者

一

~
そ
の
他
に
、
か
む
時
に
痛
い
と
か
、
．

—
、
口
ど
す
た
め
に
は
、
次
の
よ
う
な
品
り
ま
す
。

＿
物
の
特
徴
を
調
べ
、
メ
モ
を
と
っ
て
~〗

好
き
な
物
か
食
べ
ら
れ
な
い
と
い
う
~

お
く
こ
と
か
大
切
で
す
。

こ
と
は
子
ど
も
は
す
ご
く
食
事
に
興
[

い
時
計

名
称
、
型
、
材
質
、
文
字
盤
の
形
二
床
を
失
い
ま
す
。
あ
る
い
は
劣
等
感
~

:
を
も
ち
ま
す
し
、
結
局
栄
養
が
偏
っ
[

状
、
側
番
号
及
び
板
絨
番
号
、
石

．
 

．
 て
、
全
身
へ
の
影
響
が
そ
こ
か
ら
起
~

数
、
バ
ン
ド
の
材
質
と
形
状
、
そ
~

~
こ
る
わ
け
で
す
。

の
他
個
有
の
き
ず
。

仰
カ
メ
ラ
、
撮
影
板
-
ま
た
子
ど
も
の
歯
か
す
ご
く
悪
く
~

｀ e ー、
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畔
＿
月
火
水
木
益
一
月
火
水
木

litIJ

ロ
ロ
ロ
□1

-
1
1
1
1
2
0
-
2
2
2
5
2
2
-
3

あ

i

[

◎

◎

◎

 

．

祝

祭

一

に

ょ
「

jtt

... 、

供
の
危
険
な
遊
び

を
確
め
よ
う

ヽ
ヽ

日

カ

げ

ま

◎

◎

 

、

9

j

）
ー
(

ょ
う

•
O

火
水
木
金
一
月
火
水
木
舎
月

献 立

カレーいため

八宝菜

コーンシチュー

中華サラダ

ライ

こ

ど

も

の

の

ほ

と

ん

ど

は
r

学
校
か
ら
怖
っ
た
あ
と
で
起
き

て

い

ま

す

。

．

▲

そ
こ
で
、
学
校
か
ら
子
ど
も
さ
ん

か
怖
っ
た
ら
；

．．．． 

0

ど
こ
で
、
ど
ん
な
遊
び
を
し
て

い

る

か

。

'

0

そ
こ
へ
の
行
き
帰
り
は
ど
の
道

を
を
通
っ
て
い
る
か
。

な
ど
を
、
と
き
ど
き
確
か
め
て
お

く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
し
て
子
ど

忍
さ
ん
が
：

．．
 
；
 

Q

道
ば
た
や
、
あ
ぶ
な
い
場
所
で

遊
ば
な
い
よ
う
に

0

道
路
へ
走
り
出
た
り

r

自
動
車

の
す
ぐ
前
や
う
し
る
を
横
切
ら

な
い
よ
う
に

ひ
と
つ
ひ
と
つ
言
い
閣
か
せ
て
い

た
だ
き
た
い
の
で
す
。

誹豚

，ビーフン五目汁

好き焼き風煮

マカロニ イクリアン

フルーツ白•^ ‘ 

ハンバーグ

焼きそ

名

卵スープ

つ
ぜんざい りんこ

じゃかいものそぽる煮

いり豆腐

ょ う ざ 中 華 ス ー プ
-・----

ワンクンスープ マーガリン

扁販豆腐の卵とじ

フルーツサラク令

みそ汁

マーガリン

ロ

生
6 8 8 

7 2 2 

7 6 2 

7 5 5 

7 3 1 

4 

8 2 1 

7 l 7 

6 6 1 

7 3 8 

6 6 5 

6 7 5 

6 5 6 

8 0 6 

6 8 5 

7 9 7 

6 7 2 

6 5 l 

6 6 8 

7 6 3 

価

蛋 白 質

小 学 生
2 3.0 

2 7.5 

2 6.2 

2 7.8 

3 3.8 I a 

門n
3 

3 

3 

3 

2 

3 

3 

2 

3 

3 

ぃ
喜

3
1
2
-
2
2

〗2
2
2

一

8
3
3
7
9
-
3
4
8
4
3
-
2
3
5
6
3
2
-
8
8
9
3
2
 

8

9

9

9

8

5

0

0

8

8

9

8

8

8

9

9

8

8

8
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六
月
分
学
校
給
食
献
立

肱
川
町
給
食
セ
ン
ク
ー


